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中学校　開校！
● 審議結果一覧  p2～3
　（第１回定例会・第１回臨時会）

● 常任委員会審査報告  p4
● 一般質問（第１回定例会）    p5～14
● 予算審査特別委員会審査報告  p15
● ウクライナ侵攻を非難する共同声明  p16

蓮沼中学校と松尾中学校の統合校となる「山武望洋中学校」の開校式が、4月 11日に執り行われました。
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諮問第１号 適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦するため、議会の意見を求めるもの
内田　順一　氏　（蓮沼イ／再任）

適任と認める

議案第１号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　齊藤　茂　氏　（松尾町折戸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　廣口　芳治　氏　（早船） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　雲地　康夫　氏　（埴谷） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　井野　敬一　氏　（成東） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　小山　和典　氏　（下横地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　佐藤　裕子　氏　（埴谷） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　小川　善郎　氏　（蓮沼ロ） ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　増田　千代子　氏　（松尾町八田） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　鈴木　伸子　氏　（富口） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　髙宮　孝子　氏　（蓮沼ハ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　川島　芳典　氏　（松尾町五反田） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　今関　孝之　氏　（井之内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　小川　敏　氏　（埴谷） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　石橋　一夫　氏　（松尾町山室） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　中山　彦郎　氏　（松尾町水深） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　藤田　雅之　氏　（白幡） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 同意 山武市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
農業委員会委員の選任につき、議会の同意を求めるもの　　髙野　正夫　氏　（板中新田） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 可決
山武市学校支援センター設置条例の制定について
教育課題解決への取組を支援し、学校教育の振興と充実を図ることを目的として学校支援センターを
設置するため、条例を制定するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 可決
山武市東京オリンピック・パラリンピック記念基金条例を廃止する条例の制定について
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、一定の目的が果たされたことから、
条例を廃止するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 可決
山武市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の一部の施行期日を定める政令が、
公布されたことに伴い、条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 可決
山武市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
国家公務員の措置を踏まえ、育児休業を取得しやすい勤務環境の整備等を図るため、条例の一部を改
正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 可決 山武市学童クラブ条例の一部を改正する条例の制定について
松尾学童クラブの事業を効率的に実施するため、条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 可決 山武市コミュニティ消防センター条例の一部を改正する条例の制定について
老朽化した施設の解体による管轄区域の見直し等に伴い、条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 可決 山武市白幡体育館等条例の一部を改正する条例の制定について
山武市白幡スポーツ広場の用途廃止に伴い、条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 可決 山武市医学生奨学金等貸付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
連帯保証人の担保の実効性向上及び事務の効率化等のため、条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 可決 山武市看護学生奨学金貸付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
連帯保証人の担保の実効性向上及び事務の効率化等のため、条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 可決
財産の減額貸付について
旧日向小学校跡地を減額して貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求め
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 可決
財産の減額貸付について
旧蓮沼幼稚園跡地を減額して貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求め
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 可決
財産の減額貸付について
松尾教習所の土地を減額して貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の議決を求め
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 可決
財産の無償貸付について
旧日向小学校校舎及び体育館等を無償で貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の
議決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 可決
財産の無償貸付について
旧蓮沼幼稚園園舎及び倉庫を無償で貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の議決
を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【○】賛成 ・ 【×】反対 ・ 【欠】欠席 ・ 【―】能勢秋吉議長および議案の当事者は採決に加わりません

　令和４年第１回定例会が、２月15日から３月11日まで、25日間の会期で開かれました。
　市長からは諮問１件、議案50件および報告１件の提出があり、それぞれ原案のとおり同
意・可決されました。
　また、閉会中の継続審査となっていた陳情１件は、不採択となりました。

第１回定例会　審議結果一覧
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議案第32号 可決
財産の無償貸付について
自動車教習所本館及び車庫等を無償で貸し付けることについて、地方自治法の規定により、議会の議
決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 可決
地方独立行政法人さんむ医療センター第４期中期計画変更の認可について
中期目標に基づいた中期計画の変更について、地方独立行政法人法の規定により、議会の議決を求め
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 可決
令和３年度山武市一般会計補正予算（第13号）
既定の歳入歳出予算額に1億8,192万6千円を追加し、歳入歳出予算総額を269億4,875万7千円
にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 可決
令和３年度山武市一般会計補正予算（第14号）
既定の歳入歳出予算額に4億5,782万5千円を追加し、歳入歳出予算総額を274億658万2千円に
するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 可決

令和３年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
事業勘定は既定の歳入歳出予算額から1,919万4千円を減額し、歳入歳出予算総額を65億7,831万
6千円とし、直営診療施設勘定は既定の歳入歳出予算額から3,281万7千円を減額し、歳入歳出予算
総額を8,242万2千円とするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 可決 令和３年度山武市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額から2,210万円を減額し、歳入歳出予算総額を6億1,770万円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 可決
令和３年度山武市介護保険特別会計補正予算（第３号）
既定の歳入歳出予算額から6,274万1千円を減額し、歳入歳出予算総額を50億7,607万8千円にす
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 可決 令和３年度山武市組合立国保成東病院事業清算事務特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額から11万9千円を減額し、歳入歳出予算総額を6,188万1千円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 可決 令和３年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額に2,570万円を追加し、歳入歳出予算総額を3億7,211万2千円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 可決
令和３年度山武市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額から545万4千円を減額し、歳入歳出予算総額を2億7,774万6千円にする
もの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 可決

令和３年度山武市水道事業会計補正予算（第３号）
収益的収入は既定の予算額から885万7千円を減額し、総額を3億6,289万3千円とし、収益的支出
は既定の予算額から634万1千円を減額し、総額を3億4,882万6千円とし、資本的支出は既定の予
算額から2,101万4千円を減額し、総額を2億642万7千円とするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 可決 令和４年度山武市一般会計予算
予算の総額を歳入歳出それぞれ237億円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第44号 可決
令和４年度山武市国民健康保険特別会計予算
予算の総額を事業勘定は歳入歳出それぞれ64億7,126万円、直営診療施設勘定は歳入歳出それぞ
れ6,300万円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第45号 可決 令和４年度山武市後期高齢者医療特別会計予算
予算の総額を歳入歳出それぞれ6億6,130万円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第46号 可決 令和４年度山武市介護保険特別会計予算
予算の総額を歳入歳出それぞれ50億9,500万円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第47号 可決 令和４年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計予算
予算の総額を歳入歳出それぞれ29億3,503万5千円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 可決 令和４年度山武市農業集落排水事業特別会計予算
予算の総額を歳入歳出それぞれ2億9,540万円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 可決
令和４年度山武市水道事業会計予算
収益的収入を３億6,850万4千円、収益的支出を３億5,071万6千円とし、資本的収入を 627万円、
資本的支出を 2億2,389万2千円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 可決
令和４年度山武市一般会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額に3,978万5千円を追加し、歳入歳出予算総額を237億3,978万5千円にす
るもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 報告のみ（採決なし）

陳情第10号 不採択 不登校支援に関する陳情書 × × × × × × × × × ― × × × × ○ × × × ×

【○】賛成 ・ 【×】反対 ・ 【欠】欠席 ・ 【―】能勢秋吉議長は採決に加わりません

会
派
等

新

政

会

さ
ん
む
21

公

明

党

日
本
共
産
党

さ

ん

む

れ

い

わ

ひ
ま
わ
り

市

政

会

議
員
名

宍
倉
弘
康

小
川
善
郎

加
藤
忠
勝

大
川
義
男

北
田
　
守

櫻
田
基
介

戸
村
勝
敏

萩
原
善
和

髙
知
尾
正
義

能
勢
秋
吉

石
川
和
久

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

深
沢
　
誠

並
木
幹
男

八
角
公
二

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

齋
藤
昌
秀

議案第１号 承認
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度山武市一般会計補正予算（第10号））
子育て世帯へ臨時特別給付金10万円の給付にあたり、早急に予算措置する必要があったため、増額
した予算について行った専決処分の承認を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 承認
専決処分の承認を求めることについて（令和３年度山武市一般会計補正予算（第11号））
住民税非課税世帯等へ臨時特別給付金10万円の給付にあたり、早急に予算措置する必要があったた
め、増額した予算について行った専決処分の承認を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 可決 令和３年度山武市一般会計補正予算（第12号）
既定の歳入歳出予算額に4,532万5千円を追加し、歳入歳出予算額を267億6,683万1千円にするもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号 可決
令和３年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
直営診療施設勘定の既定の歳入歳出予算額に20万円を追加し、歳入歳出予算総額を1億1,523万9
千円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１号 報告 専決処分の報告について（学童クラブ利用料滞納者に対し支払いを求める訴えの提起について） 報告のみ（採決なし）

【○】賛成 ・ 【×】反対 ・ 【―】能勢秋吉議長は採決に加わりません

　令和４年第１回臨時会が、１月21日に開かれました。
　市長から議案４件および報告１件の提出があり、それぞれ原案のとおり承認・可決され
ました。

第１回臨時会　審議結果一覧
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委員会 および 審議結果 質疑・審査要約

総務常任委員会
（3月1日開催）

【原案可決】
議案第₁9号、議案第₂₀号
議案第₂₁号、議案第₂3号
議案第₂7号、議案第₂8号
議案第₂9号､ 議案第3₀号
議案第3₁号、議案第3₂号
議案第35号の一部
議案第36号の一部
議案第37号

財産の無償貸付について（議案第31号）
問　 10年以上使用していない旧蓮沼幼稚園であるが、貸付け前の改修
工事の実施の有無は。
答　 施設の引き渡しにあたり、必要最低限の改修工事を行ったうえで、
貸付けをします。また、貸付け後の修繕は、原則、貸付けの相手方の費
用負担としていますが、建物の構造や天災等に起因するものについては、
協議のうえ対応します。
　なお、財源は、県の企業誘致に関する補助金を活用予定です。

基金管理事業について（議案第35号）
問　 当該事業に関する補正予算の概要は。
答　 普通交付税について、当初の見込みよりも交付が増額されたため、
今後、負担増が見込まれる事業に備え、減債基金や教育施設等整備基金
等へ追加で積み立てるものです。

文教厚生常任委員会
（3月2日開催）

【原案可決】
議案第₁8号、議案第₂₂号
議案第₂4号、議案第₂5号
議案第₂6号、議案第33号
議案第35号の一部
議案第36号の一部
議案第38号、議案第39号
議案第4₀号

【不採択】
陳情第₁₀号

学校支援センター設置条例の制定について（議案第18号）
問　 当該センターで行う具体的な取組は。
答　 主な取組内容は、①確かな学力の定着に向けた調査研究、②不登
校児童生徒およびその家庭に対する学校のアプローチの仕方に関する調
査報告、③放課後学習や家庭学習の習慣化の推進、④教員の指導力向上
のための授業の検証助言、⑤地域人材による学校環境整備です。

陳情第10号について
◎陳情要旨の「定期的な懇談の場を設ける」ことは、本市教育委員会の取
組の状況に鑑みると、時期尚早であると感じます。しかし、それを理由に

「不採択」とすることは、国県の取組方針に逆行することになり、躊躇せ
ざるを得ません。
◎不登校支援については、全面的に応援・賛同するとともに、意見交換
を行うことについても大変有意義なことであると考えますが、具体的な
懇談内容やスケジュール等の構想は、まだ未定とのことから、現段階で
は、任意の対話の場を設けることで認識を少しずつ近づけていくことが
適当と考えます。

経済建設常任委員会
（3月3日開催）

【原案可決】
議案第35号の一部
議案第4₁号
議案第4₂号

森林環境整備推進事業について（議案第35号）
問　 当該事業に関する補正予算の概要は。また、新型コロナウイルス
感染症拡大による森林整備への影響の有無は。
答　 林野庁創設の地域林政アドバイザー制度を活用し、林業者の支援
等に取り組んでいますが、その業務委託内容について、いま一度精査し、
その不用額を減額補正するものです。
　コロナ禍において、森林所有者等との直接の協議ができないことで、
森林整備に係る調整に一部遅れが生じている面があります。

繰越明許費補正について（議案第35号）
問　 防災ネットワーク道路整備事業の予算を繰越しする理由は。
答　 上横地・松ヶ谷線外に関する整備事業では、現地調査を含めた道
路協議に時間を要しているため、また、蓮沼ホ・蓮沼イ線外に関する整
備事業では、支障となる電柱の移設に時間を要しているため、年度内の
工事完成が見込めないことから、令和４年度に繰り越すものです。

常任委員会
議案等審査報告

市議会には、総務・文教厚生・経済建設の３つの
常任委員会が設置されており、本会議で審査を付
託された議案等について、それぞれ専門的に審査
を行い、採決した結果を本会議に報告します。
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　一般質問とは、議員が、市の
事務の執行状況や将来の方針な
どについての報告や説明を市長
などに求め、市が適切な市政運
営を進めているか、チェックす
るものです。
　山武市議会では、議員は年４
回の定例会で一般質問すること
ができ、質問の範囲は、市の行
財政全般のほか、地域の住民生
活に密接している事項など、多
岐にわたります。
　なお、議会だよりの一般質問
に関するページは、質問した議
員が自ら原稿を作成し、掲載し
ています。
※ 今回の3月定例会の会議録は、
図書館またはインターネット
でご覧いただけます。（６月
中旬発行予定）

より気軽に視聴することが
できるよう、一般質問の掲載
ページに、録画映像が視聴でき
るＱＲコードを添付しました。

スマートフォン
やタブレットで
ご覧ください。

議会中継へ簡単アクセス

市
政
を
問
う
！

※上記には、「一般質問通告書」の内容を記載しています。

①市長の政治姿勢について
②環境施策について
③福祉施策について

①水道事業について
②自然災害（大雨洪水）の対策について
③海岸を活用した「持続可能な」まちづくり

①新型コロナウイルス感染症対策について
② 市の所有するスポーツ施設の管理等につ
いて

①人口減少対策について
②財政運営について
③蓮沼海浜公園の再整備について

代表質問に対する関連質問

代表質問に対する関連質問

代表質問に対する関連質問

①人口減少問題について
②市記念日の制定について
③道路整備について

①新型コロナウイルス感染症対策について
②令和４年度予算について

代表質問
公明党 深

ふか

沢
ざわ

　　誠
まこと

関連質問
さんむ21 髙

たか

知
ち

尾
お

正
まさ

義
よし

関連質問
公明党 市

いち

川
かわ

陽
よう

子
こ

個人質問
れいわ 小

お

川
がわ

一
かず

馬
ま

個人質問
市政会 齋

さい

藤
とう

昌
まさ

秀
ひで

代表質問
さんむ21 石

いし

川
かわ

和
かず

久
ひさ

関連質問
新政会 櫻

さくら

田
だ

基
もと

介
すけ

個人質問
日本共産党 並

なみ

木
き

幹
みき

男
お

代表質問
新政会 戸

と

村
むら

勝
かつ

敏
とし

p6

p11

p13

p14

p10

p9

p7

p8

p12

3月定例会 一 般 質 問
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代
表
質
問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

弱
い
立
場
の
人
に
焦
点
を
当
て
て
、

命
を
守
り
、
暮
ら
し
を
支
え
る
政
策
に
つ
い

て
、
松
下
市
政
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

私
は
こ
れ
ま
で
、
山
武
市

の
将
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
が「
こ
の
地
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。
住
み
続

け
た
い
。」と
思
え
る
よ
う
、さ
ら
に
、幸
せ
を

感
じ
て
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
街

を
思
い
描
い
て
、
市
政
の
運
営
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
展
し
、
家

族
の
在
り
方
の
変
化
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
は
複
雑
か
つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
個
人

や
家
族
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
支
え

合
い
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、行
政
の
立
場
と
し
て
も
、支
援
を

必
要
と
す
る
方
に
寄
り
添
い
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基

本
理
念
に
掲
げ
る「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の

な
い
」社
会
の
実
現
の
た
め
に
、き
め
細
か
な

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

環
境
施
策
に
つ
い
て

問

本
市
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
回
収
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

山
武
・
松
尾
・

蓮
沼
地
域
を
担
当
す
る
山
武
郡
市
環
境
衛
生

組
合
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
白
色
ト
レ
イ
を
、

成
東
地
域
を
担
当
す
る
東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、そ
れ
ぞ
れ
資

源
ご
み
と
し
て
回
収
し
、そ
れ
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
可
燃
ご
み
と
し
て
収
集
し
て

い
ま
す
。

　

両
組
合
と
も
、
可
燃
ご
み
に
適
当
量
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
混
入
す
る
方
が
、ご
み
の
燃
焼

が
高
ま
り
、
燃
焼
を
助
け
る
た
め
の
燃
料
を

減
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、現
段
階
で
は
、焼
却
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
と
し
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
一
括
回
収
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
資
源
循
環
の
促
進
は
、重
要
な
取
組
で
あ
る

こ
と
か
ら
、山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
の
新
ご

み
処
理
施
設
整
備
計
画
を
進
め
る
う
え
で
、構

成
団
体
で
あ
る
芝
山
町
、横
芝
光
町
と
と
も
に
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た
め
の
取
組
の
一
つ
と

し
て
、協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

刈
り
取
っ
た
草
や
剪
定
し
た
樹
木

の
枝
葉
等
の
回
収
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

現
在
は
、
可
燃

ご
み
・
粗
大
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
い
る
草

木
で
す
が
、今
後
は
、脱
炭
素
社
会
の
観
点
か

ら
、
資
源
循
環
に
よ
る
ご
み
の
減
量
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

刈
り
取
っ
た
草
や
剪
定
し
た
樹
木
の
枝
葉

等
を
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
活
用
し
て

い
く
な
ど
、
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新

た
な
収
集
方
法
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
に
つ
い
て
、先
進
事
例
等
を
参
考
に
、調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

所
有
者
不
明
土
地
利
用
円
滑
化
等

推
進
法
人
の
指
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

都
市
整
備
課
長　
所
有
者
不
明
土

地
と
は
、調
査
し
て
も
、な
お
所
有
者
が
判
明

し
な
い
、ま
た
は
判
明
し
て
も
連
絡
が
つ
か
な

い
土
地
を
い
い
ま
す
。

　

相
続
機
会
が
増
加
す
る
中
、
所
有
者
不
明

土
地
も
増
加
が
見
込
ま
れ
、
公
共
事
業
の
推

進
等
の
場
面
に
お
い
て
、
所
有
者
特
定
等
に

多
大
な
コ
ス
ト
を
要
し
、
円
滑
な
事
業
実
施

へ
の
大
き
な
支
障
と
な
る
こ
と
が
、
全
国
的

に
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
所
有
者
不
明
土
地
問
題
は
、
本
市
で

取
り
組
ん
で
い
る
空
家
等
対
策
と
類
似
す
る

施
策
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
専
門
家
、

事
業
者
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
所
有
者

不
明
土
地
利
用
円
滑
化
等
推
進
法
人︵
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
︶に
関
す
る
先
進
事
例
の
情
報
収

集
・
分
析
も
含
め
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事

業
に
お
け
る
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
申

請
が
必
要
と
な
る
方
か
ら
の
申
請
お
よ
び
給

付
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
ま
ず
、
当
該
給

付
金
支
給
に
あ
た
り
、
申
請
を
不
要
と
す
る
、

プ
ッ
シ
ュ
型
支
給
対
象
児
童
４
３
３
９
人
分

に
つ
い
て
は
、登
録
口
座
へ
の
振
り
込
み
に
よ

り
、昨
年
12
月
22
日
に
支
給
済
み
で
す
。

　

対
し
て
、
①
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
公
務
員
、
②
16
歳
か
ら
18
歳
の
高

校
生
相
当
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
、
③

昨
年
９
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
は
申
請
が
必
要
と
な
る
た
め
、

前
述
①
②
の
方
へ
は
昨
年
12
月
22
日
に
、
前

述
③
の
方
へ
は
順
次
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
15
日

現
在
、申
請
件
数
は
７
６
３
世
帯
、児
童
数
に

し
て
９
９
６
人
分
の
申
請
が
あ
り
、
す
で
に

支
給
済
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
全
体
と
し
て
は
、
支
給
対
象
見

込
児
童
数
５
６
６
１
人
の
う
ち
、
５
３
５
９

人
に
支
給
が
完
了
し
て
お
り
、執
行
率
は
94
・

67
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

本
市
に
お
け
る
各
が
ん
検
診
の
現

状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
令
和
２
年

公明党 深
ふか

沢
ざわ

誠
まこと

議員
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代
表
質
問・関
連
質
問

度
は
集
団
が
ん

検
診
を
中
止
し
、

個
別
の
が
ん
検

診
の
み
の
実
施

と
な
り
、
令
和

３
年
度
は
、
完

全
予
約
制
に
よ

り
集
団
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前

の
令
和
元
年
度

と
比
較
す
る
と
、

受
診
控
え
の
影

響
か
、
受
診
者

全
体
で
30
％
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

右
表
の
と
お
り
で
す
。

問

本
市
に
お
け
る
高
齢
化
率
と
将
来

推
計
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　

本
年
２
月
１

日
現
在
、
全
人
口
４
万
９
３
７
８
人
に
対
し
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
１
万
７
９
６
７
人

と
な
り
、
高
齢
化
率
は
36
・
４
％
で
す
。

　

将
来
推
計
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月

策
定
の「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」で

算
出
し
ま
し
た
と
お
り
、
令
和
５
年
の
高
齢

者
数
は
１
万
８
１
０
３
人
、
高
齢
化
率
は

37
・
９
％
と
推
計
し
、
令
和
７
年
に
は
１
万

８
１
８
２
人
の
39
・
５
％
、
令
和
22
年
に
は

１
万
６
１
１
０
人
の
50
・
５
％
と
推
計
さ
れ

ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

支
援
事
業
に
つ
い
て

問

給
付
金
支
給
に
係
る
基
準
日
以
降

に
、
離
婚
や
Ｄ
Ｖ
避
難
等
し
た
場
合
、
実
際

の
養
育
者
が
給
付
金
を
受
給
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

本
市
の
現
状
と
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　

国
に
お
い
て
、

事
業
の
一
部
が
見
直
さ
れ
、
新
た
に
養
育
者

と
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
元
の
養
育

者
か
ら
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
を
対
象
に
、
支
援
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
給
付
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、本
市
で

は
、
支
給
に
向
け
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、児
童
手
当

の
受
給
者
変
更
や
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

等
が
あ
る
ひ
と
り
親
の
方
等
に
対
し
、
個
別

に
制
度
の
周
知
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

問

平
成
25
年
以
降
、
接
種
の
積
極
的

な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
き
た
子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
で
す
が
、
昨
年
11
月
、
国
は
、
接
種

勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
予
防
接
種
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　

昨
年
11
月
26

日
付
け
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
に
よ
り
、

本
年
４
月
か
ら
接
種
勧
奨
再
開
が
決
定
し
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
、
医
師
会
長

と
協
議
し
、対
象
と
な
る
児
童
生
徒︵
13
歳
か

ら
16
歳
の
女
子
︶の
保
護
者
に
対
し
、子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
と
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
昨
年
12

月
に
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
防
接
種
に
係
る
周
知
に
つ
い
て

は
、
広
報
さ
ん
む
４
月
号
へ
の
掲
載
や
個
別

案
内
の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　

前
述
の
保
護

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
す
で
に
接
種
済

み
ま
た
は
接
種
さ
せ
た
い
と
の
回
答
が
35
％
、

接
種
さ
せ
た
く
な
い
と
の
回
答
が
27
％
、
わ

か
ら
な
い
と
の
回
答
が
38
％
で
し
た
。

　

接
種
希
望
者
が
３
割
ほ
ど
で
あ
る
た
め
、

国
が
例
示
す
る「
３
年
か
け
て
段
階
的
に
接

種
」の
方
法
で
は
な
く
、
本
市
に
お
い
て
は
、

希
望
さ
れ
る
方
が
早
期
に
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、準
備
を
進
め
ま
す
。

問

接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期

間
に
、
定
期
接
種
の
対
象
で
あ
っ
た
方
へ
の

接
種︵
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
︶の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
本
市
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対
象
者
は
、
17
歳

か
ら
25
歳
ま
で
の
女
子
１
６
２
５
人
の
う
ち
、

す
で
に
接
種
済
み
で
あ
る
３
２
５
人
を
除
く
、

１
３
０
０
人
の
方
と
な
り
ま
す
。

　

未
接
種
の
対
象
者
全

員
に
対
し
、
個
別
に
通

知
す
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

移
動
販
売
事
業
に
つ
い
て

問

高
齢
者
等
へ
の
買
物
支
援
の
た
め
、

移
動
販
売
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
交
通
弱
者
で
も

あ
る
高
齢
者
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
の
見
守
り
支
援
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、

市
内
へ
の
移
動
販
売
車
の
導
入
は
有
効
で
あ

り
、必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
地
域
経

済
を
支
え
、
雇
用
を
担
っ
て
い
る
山
武
市
商

工
会
に
対
し
、昨
年
、市
内
へ
の
移
動
販
売
車

導
入
に
関
し
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

現
在
、山
武
市
商
工
会
で
は
、移
動
販
売
車
導

入
に
向
け
、
販
売
店
へ
の
打
診
の
窓
口
と
な

り
、ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公明党 市
いち

川
かわ

陽
よう

子
こ

議員

検診の種類 令和３年度 令和元年度 比較
乳 が ん 検 診 2,499人 3,316人 25％減
子宮がん検診 1,950人 2,712人 28％減
胃 が ん 検 診 1,503人 1,851人 19％減
大腸がん検診 2,405人 2,990人 20％減
肺 が ん 検 診 4,604人 7,204人 36％減
前立腺がん検診 1,381人 2,218人 38％減

計 14,342人 20,291人 30％減
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代
表
質
問

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問

昨
年
11
月
30
日
に
、
令
和
２
年
国

勢
調
査
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
回
の
平
成
27
年
国
勢
調
査
と
比
較
し
て
、

千
葉
県
全
体
の
人
口
は
増
加
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
県
内
の
農
村
部
を
中
心
と
し
た
半

数
以
上
の
自
治
体
が
減
少
傾
向
で
あ
る
と
の

結
果
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
人
口
の
推
移
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
住
民
基
本
台
帳
上
の

人
口
の
推
移
と
な
り
ま
す
が
、
町
村
合
併
当

初
の
平
成
18
年
４
月
１
日
時
点
の
人
口
は
６

万
１
４
３
人
で
、
本
年
２
月
１
日
現
在
の
人

口
４
万
９
３
７
８
人
と
比
較
し
ま
す
と
、
１

万
７
６
５
人
減
少
し
、
17
・
９
％
の
減
少
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

推
測
で
き
る
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
出
生
者
数
と
死
亡
者
数
の
比
較
、
い

わ
ゆ
る﹁
自
然
増
減
﹂の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
か
ら
、

本
年
２
月
１
日
現
在
ま
で
の
累
計
で
、
出
生

者
数
が
４
３
９
２
人
、
死
亡
者
数
が
１
万
１

３
８
１
人
と
な
り
、
自

然
増
減
と
し
て
６
９
８

９
人
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、一
年
あ
た
り

の
比
較
に
つ
い
て
は
、

︻
表
１
︼の
と
お
り
で
す
。

出
生
者
数
は
約
47
・

４
％
の
減
少
、
死
亡
者

数
は
約
11
・
５
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

転
入
転
出
に
よ
る
社
会
増
減
の
推

移
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の
主
な
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
か
ら
、

本
年
２
月
１
日
現
在
ま
で
の
累
計
で
、
転
入

者
数
が
延
べ
２
万
５
８
８
４
人
、
転
出
者
数

が
延
べ
２
万
９
４
８
５
人
で
、転
入
者
よ
り
転

出
者
が
上
回
り
、３
６
０
１
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　

本
市
で
は
、
人

口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、転
入
転
出
の
傾

向
を
調
査
す
る
た
め
、平
成
27
年
度
か
ら
、転

入
ま
た
は
転
出
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
４
０
０
人
を
対
象
と
し
、
郵
送
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
は
、︻
表
２
︼の
と
お
り
で
す
。

問

高
齢
者
層︵
65
歳
以
上
︶の
人
口

の
推
移
と
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
部
長　
町
村
合
併
当
初
の
高

齢
者
人
口
は
、１
万
３
２
４
３
人
で
、総
人
口

の
22
・
０
％
で
し
た
。

　

本
年
２
月
１
日
現
在
の
高
齢
者
人
口
は
、

１
万
７
９
６
７
人
と
な
り
、
合
併
当
初
よ
り

総
人
口
が
１
万
７
６
５
人
減
少
す
る
中
で
、

高
齢
者
人
口
は
４
７
２
４
人
増
加
し
、
総
人

口
の
36
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
具
体
的

な
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
地
方
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
、脱
炭
素
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
環
境
へ
の
意
識

改
革
が
進
ん
で
お
り
、山
武
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
発
揮
し
や
す
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業

や
結
婚
応
援
事
業
の
ほ
か
、
各
種
の
子
育
て

支
援
や
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
に
よ
る
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
移
住
者
や

出
生
数
の
増
加
に
直
結
す
る
移
住
定
住
施
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
心
や
国
際
空
港

に
近
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
賑

わ
い
づ
く
り
な
ど
、地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
に
さ
ら
に
注
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、持
続
可
能
で
魅
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
記
念
日
の
制
定
に
つ
い
て

問

平
成
18
年
の
町
村
合
併
か
ら
、
丸

16
年
が
経
過
し
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
山
武

市
民
が
一
体
感
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
、﹁
さ
ん

む
﹂と
い
う
文
字
の
響
き
か
ら
、
３
月
６
日

を﹁
山
武
市
の
日
﹂と
し
、
市
民
の
記
念
日

に
制
定
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

千
葉
県
内
に
お
い
て
も
、

千
葉
市
や
成
田
市
な
ど
、
市
民
の
日
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
、一
体
感
を
持
っ
て
、郷
土

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
記
念
日

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
意
義
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、そ
の
目
的
な
ど
、本
市
に
と
っ
て
相

応
し
い
在
り
方
を
含
め
、議
員
の
皆
様
や
、市

新政会 戸
と

村
むら

勝
かつ

敏
とし

議員

 【表１】一年あたりの人数の比較

平成18年度 令和２年度

出生者数 340人 179人

死亡者数 670人 747人

【表２】転入転出に係るアンケート結果
理　由 割　合

転
　
入

家族との同居 20.4％
結婚 16.8％
就職・転職・転勤・入学・進学 19.5％
田舎暮らしを求めて 11.5％

転
　
出

就職・入学 18.6％
転勤 15.5％
結婚 12.4％
生活利便性の向上のため 20.6％
職場・学校が近いため 12.4％
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代
表
質
問・関
連
質
問

通
学
路
の
安
全
整
備
に
つ
い
て

問

戸
村
議
員
の
代
表
質
問
に
お
い
て
、

昨
年
７
月
27
日
の
通
学
路
緊
急
一
斉
点
検
の

実
施
後
、
28
項
目
の
対
策
・
改
善
に
取
り
組

ん
だ
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　

主
な
も
の
と
し
て
、

外
側
線
の
引
き
直
し
、草
木
の
剪
定
、通
学
路

標
識
の
掲
示
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
調
整
、用
地

買
収
の
確
認
、ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
た
め
の
道
路

標
示︵
運
転
手
へ
の
注
意
喚
起
の
看
板
設
置
︶、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
停
止
線
の
引
き
直
し
等
の

路
面
整
備
な
ど
を
計
画
し
、実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
整
備
途
中
の
項
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、完
了
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

今
後
、
ど
の
よ
う
に
通
学
路
の
安

全
性
を
確
保
し
、
ま
た
、
危
険
箇
所
の
点
検

や
改
善
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　
今
回
実
施
し
た
緊
急

合
同
点
検
で
は
、
交
通
量
の
変
化
に
よ
る
危

険
箇
所
の
増
加
や
、老
朽
化
し
た
箇
所
、各
学

校
の
通
学
路
の
変
更
等
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
山
武
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
定
め
て
い
る
合
同
点
検
方
法
を
、

従
前
の
市
内
３
グ
ル
ー
プ︵
①
山
武
、②
成
東
、

③
松
尾
・
蓮
沼
︶に
分
け
て
行
っ
て
い
た
方
法

か
ら
、
市
内
全
体
の
合
同
点
検
を
毎
年
実
施

す
る
方
法
へ
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
学
校
で
は
、安
全
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
児
童
生
徒
の
交
通
に
対
す
る
安
全
意
識

向
上
に
取
り
組
み
、
危
険
箇
所
に
関
す
る
情

報
を
地
域
・
家
庭
・
学
校
で
共
有
で
き
る
よ

う
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問

現
在
整
備
中
の
、
な
る
と
う
こ
ど

も
園
付
近
の
成
東
２
５
９
号
線
道
路
改
良
事

業
や
、
沿
岸
部
か
ら
成
東
総
合
運
動
公
園
へ

向
け
た
避
難
道
路
整
備
事
業
の
う
ち
、
幹
線

道
路
と
の
交
差
点
部
分
で
は
、
通
勤
通
学
の

時
間
帯
に
は
交
通
量
が
多
く
、
信
号
機
の
設

置
が
必
要
と
感
じ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
な
る
と
う
こ
ど

も
園
入
り
口
付
近
の
交
差
点
と
、
東
消
防
署

か
ら
成
東
総
合
運
動
公
園
へ
向
か
う
間
の
幹

線
道
路
と
の
交
差
点
の
２
か
所
に
つ
い
て
は
、

現
地
調
査
の
段
階
で
、市
で
は
、信
号
機
設
置

の
必
要
性
が
高
い
と
考
え
、
千
葉
県
警
交
通

規
制
課
へ
信
号
機
設
置
の
要
望
お
よ
び
交
差

点
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
整
備
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
交
通
量
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
箇
所
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
設
置
さ
れ

る
状
況
で
は
な
い
と
の
回
答
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

問

信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間

の
、市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

追
加
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、再
度
、警
察
と
協
議
を
行
い
、

そ
の
協
議
の
中
で
必
要
と
な
っ
た
交
通
安
全

対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

再
度
、
公
安
委
員
会
の
見
解
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、道
路
管
理
者
だ
け
で
な
く
、関
係

団
体
等
の
多
方
面
か
ら
、
継
続
的
に
信
号
機

設
置
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

高
齢
者
を
は
じ
め
、地
元
の
方
々

が
利
用
す
る
生
活
道
路
の
交
差
点
で
の
事
故

が
、近
年
目
立
ち
ま
す
。市
内
道
路
全
般
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
幹
線
道
路
や
通

学
路
と
同
様
に
、
事
故
の
多
い
生
活
道
路
の

交
差
点
も
優
先
し
て
交
通
安
全
対
策
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
内
の
着
色
や
十
字
線
、
巻
き
込
み

線
等
の
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
な
ど
、
視
覚
的
あ
る
い
は
物
理

的
に
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
減
速
さ
せ
る
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
る
手
法
を
用
い
て
、
継
続

的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

問

昨
年
７
月
27
日
に
実
施
し
ま
し
た

通
学
路
の
緊
急
一
斉
点
検
後
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　

昨
年
の
通
学
路
緊

急
一
斉
点
検
で
は
、
各
小
中
学
校
か
ら
交
通

量
が
多
い
箇
所
等
の
事
前
調
査
を
行
い
、
関

係
機
関
と
検
討
を
重
ね
、
緊
急
性
が
高
い
危

険
箇
所
と
し
て
選
定
し
た
14
か
所
に
つ
い
て
、

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
策
・

改
善
策
と
し
て
、
28
項
目
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
９
日
に
開
催
し
た
通
学
路
安
全

推
進
会
議
に
お
い
て
、
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

改
善
状
況
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
危
険
箇

所
14
か
所
の
う
ち
６
か
所
、
対
策
・
改
善
策

28
項
目
の
う
ち
22
項
目
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

未
了
箇
所
は
、
本
年
３
月
ま
で
に
完
了
で

き
る
よ
う
、
発
注
済
み
の
箇
所
が
６
か
所
あ

り
、
対
策
・
改
善
策
も
４
項
目
が
終
了
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、残
り
２
か
所
は
、千
葉
県
警
へ
申
請

し
た
案
件
や
用
地
買
収
の
案
件
で
あ
り
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
３
月
に
は
、今
回
の
通
学
路
合

同
点
検
対
策
箇
所
の
対
策
・
改
善
結
果
に
つ

い
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
へ

の
情
報
提
供
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

新政会 櫻
さくら

田
だ

基
もと

介
すけ

議員
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代
表
質
問

松
尾
地
区
過
疎
地
域
指
定
に
つ
い
て

問

新
た
に
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る

中
に
、
旧
松
尾
町
区
域
が
含
ま
れ
る
見
込
み

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
指
定
の
要
件
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

対
す
る
市
長
の
率
直
な
感
想
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法︵
以
下
、「
新

過
疎
法
」と
い
う
。︶は
、急
激
な
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
令
和

３
～
12
年
度
の
10
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
年
１
月
、令
和
２
年
国
勢
調
査

結
果
か
ら
、旧
松
尾
町
区
域
が
、本
年
４
月
１

日
に
過
疎
地
域
に
追
加
指
定
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
非
常
に
残
念
な

結
果
で
あ
り
、「
過
疎
」と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
松
尾
地
域
の
住
民
や
地
域
事
業
者
の

方
々
に
与
え
る
影
響
を
思
う
と
、
誠
に
遺
憾

で
す
。

　

ま
た
、今
回
の
指
定
は
、地
域
の
人
口
推
移

の
特
性
が
制
度
上
の
要
件
に
合
致
し
た
結
果

で
あ
り
、「
第
２
期
山
武
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
推
計
と
は
大
差
が
な
く
、
人
口
減
少
が

想
定
以
上
に
進
行
し
た
も
の
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
必
要
性

を
、よ
り
一
層
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
過
疎
地
域
の
指

定
は
、
人
口
の
減
少
率
を
み
る
人
口
要
件
と
、

全
国
平
均
と
比
較
し
た
財
政
力
要
件
で
判
断

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、人
口
要
件
は
、中
期
25
年
間︵
平
成

７
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
︶の
人
口
減
少
率

が
、
基
準
値
の
23
％
︵
全
人
口
減
少
団
体
の

平
均
値
︶
と
比

較
し
て
、
旧
松

尾
町
区
域
が
わ

ず
か
に
上
回
っ

た
た
め
、
該
当

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
区

域
お
よ
び
市
全

体
に
お
け
る
人

口
減
少
率
は
、

︻
表
１
︼の
と
お

り
で
す
。

　

次
に
、財
政
力
要
件
は
、直
近
３
年
間︵
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
︶の
財
政

力
指
数
平
均
が
、
基
準
値
の
０
・
64︵
全
市

平
均
値
︶と
比
較
し
て
、
本
市
は
０
・
50
と

下
回
っ
た
た
め
、
該
当
と
な
り
ま
し
た
。

問

過
疎
地
域
へ
の
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
こ
の
指
定
に
伴

い
、
過
疎
対
策
事
業
実
施
の
た
め
の
交
付
金

支
給
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
が
見
込
め
ま

す
。

　

新
過
疎
法
に
よ
る
と
、市
は
、県
が
定
め
る

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
方
針
に
基
づ
き
、
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
を
定
め
る
こ
と
と

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
に
対

し
て
、
国
か
ら
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
後
、
県
と
協
議
を
交
え
な
が
ら
、
個
別

具
体
的
に
費
用
対
効
果
を
検
討
し
つ
つ
、
な

る
べ
く
市
全
体
に
効
果
が
及
ぶ
こ
と
に
も
配

慮
し
て
、
事
業
お
よ
び
計
画
の
構
築
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

こ
の
過
疎
地
域
指
定
を
契
機
と
し

て
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致

や
住
宅
地
供
給
の
た
め
の
宅
地
開
発
に
関
連

す
る
施
策
を
総
合
計
画
等
に
反
映
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

来
年
度
に
は
、
居
住
機
能

や
都
市
機
能
の
立
地
、
公
共
交
通
の
充
実
に

関
す
る
包
括
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
つ
い
て
検
討
予
定

で
あ
り
、こ
れ
と
並
行
し
て
、生
活
圏
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
整
理
と
分
析
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。そ
の
う
え
で
、総
合
計
画
等
の
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
に
関
連
施
策
を
反
映
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

問

本
市
に
お
い
て
は
、
多
く
の
基
金

利
子
の
収
入
が
あ
り
ま
す
が
、
基
金
の
運
用

状
況
お
よ
び
運
用
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

財
政
課
長　
基
金
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
市
が
定
め
て
い
る
基
金
運
用
方
針
に

基
づ
き
、運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
基
金
は
、
国
や
地
方
自
治
体
等

が
発
行
す
る
公
共

債
に
よ
る
債
券
と
、

預
貯
金
等
に
よ
る

現
金
の
二
種
類
で

運
用
し
て
お
り
、

本
年
１
月
末
現
在

に
お
け
る
基
金
の

運
用
額
は
、︻
表
２
︼

の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
基
金
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
基

金
ご
と
の
個
別
運
用
で
は
な
く
、
定
額
運
用

さんむ21 石
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【表１】人口要件の判定値
対象区域 人口減少率

旧松尾町区域 23.24％
旧成東町区域 12.30％
旧山武町区域 18.33％
旧蓮沼村区域 20.78％
市全体 17.06％

【表２】基金の運用額
種類 運用額の内訳

債券 89億9,464万5,963円
現金

（財政調整基金含む） 101億　519万8,051円

計 190億9,984万4,014円
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代
表
質
問・関
連
質
問

蓮
沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

問

昭
和
50
年
に
開
園
し
た
千
葉
県
立

蓮
沼
海
浜
公
園
は
、
今
後
の
在
り
方
を
考
え

る
と
、
長
寿
命
化
の
ほ
か
に
も
、
根
本
的
な

改
修
や
再
整
備
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質
問
の

際
に
は
、
国
・
県
・
Ｎ
Ａ
Ａ︵
成
田
国
際
空

港
㈱
︶な
ど
の
関
係
機
関
に
、
積
極
的
に
再

整
備
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

蓮
沼
海
浜
公
園
は
、
山
武

市
に
と
っ
て
も
、九
十
九
里
地
域
に
と
っ
て
も
、

大
事
な
宝
で
あ
り
、
県
北
東
部
の
観
光
資
源

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

開
園
後
45
年
が
経
過
し
、
施
設
の
大
幅
な
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、人
口
減
少
歯
止
め
の
一
手
と

し
て
も
、
通
年
型
観
光
資
源
の
開
発
や
再
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
要
望
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
谷
知
事
就
任
直
後
の
令
和
３
年

５
月
と
同
年
11
月
に
は
、知
事
を
訪
問
し
、蓮

沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
要
望
書
の

提
出
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
11
月
22
日
、
知
事
が
山
武
市
を

訪
問
し
た
際
に
は
、
蓮
沼
海
浜
公
園
の
視
察

と
併
せ
、
再
整
備
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、知
事
か
ら
は
、蓮
沼
海
浜
公
園
の

再
整
備
は
重
要
で
あ
り
、
民
間
活
力
の
導
入

も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
話
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、本
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、全

面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

蓮
沼
海
浜
公
園
に
関
す
る
整
備
は
、

県
が
所
管
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
公
園

の
管
理
は﹁
公
園
緑
地
課
﹂が
、
地
域
振
興

策
の
検
討
は﹁
空
港
地
域
振
興
課
﹂が
、
公

園
の
海
側
に
あ
る
保
安
林
の
管
理
は﹁
森
林

課
﹂が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
典
型
的
な
縦
割
り
行
政
で
あ
り
、
こ
れ
を

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
か
は
、
熊
谷
知

事
の
行
政
手
腕
と
、
知
事
を
含
め
関
係
部
署

に
対
し
て
行
う
山
武
市
か
ら
の
要
望
活
動
が

要
所
と
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
九
十
九
里
海
岸
全
体
で
見

て
も
、蓮
沼
海
浜
公
園
は
観
光
の
中
心
と
な
っ

て
い
く
施
設
で
あ
り
、
開
園
か
ら
50
年
近
く

が
経
過
す
る
今
、さ
ら
な
る
50
年
を
、我
々
で

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

使
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
武
市
に
は
、
県
職
員
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
上
大
川
副
市
長
も
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、

共
に
要
望
活
動
を
行
い
、
各
関
係
機
関
と
の

十
分
な
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

基
金
を
除
い
た
基
金
の
う
ち
財
政
調
整
基
金

や
地
域
振
興
基
金
な
ど
、
同
様
の
性
質
を
持

つ
複
数
の
基
金
に
つ
い
て
、
一
括
運
用
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
一
体
的
に
管
理
・

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

債
券
運
用
利
子
と
し
て
約
６
３
６
６
万
円
、

預
金
利
子
と
し
て
約
98
万
円
の
合
計
約
６
４

６
４
万
円
を
、
基
金
利
子
と
し
て
収
入
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
を
行

い
、
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

蓮
沼
海
浜
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て

問

蓮
沼
海
浜
公
園
の
各
施
設
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
比
較
も

併
せ
て
伺
い
ま
す
。

答

都
市
整
備
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
蓮
沼
海
浜
公
園

の
ど
の
施
設
に
お
い
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

蓮
沼
海
浜
公
園
を
所
管
す
る
千
葉
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、蓮
沼
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン

の
令
和
２
年
度
の
入
場
者
数
は
約
８
万
人
で
、

令
和
元
年
度
の
入
場
者
数
の
約
18
万
人
か
ら

約
54
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
数
は
、
令
和

元
年
度
の
約
２
万
人
か
ら
約
18
％
減
少
し
、

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
の
利
用
者
数
は
、
令
和
元

年
度
と
比
較
し
て
、
約
13
％
の
減
少
に
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

パークゴルフ場 こどものひろば
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個
人
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問

介
護
施
設
従
事
者
等
へ
の
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
高
齢
者
施
設
で

は
、希
望
す
る
職
員
を
対
象
に
、日
本
財
団
に

お
い
て
、
週
１
回
無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、障
害
者
施
設
等
で
は
、ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
適
用
期
間
中
、千
葉
県
に
お
い

て
、高
齢
者
施
設
と
同
様
に
、週
１
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

千
葉
県
で
行
っ
て
い
る
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

等
検
査
無
料
化
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
昨
年
11
月
12
日

の
政
府
対
策
本
部
に
お
い
て
、
日
常
生
活
や

社
会
経
済
活
動
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
を
引

き
下
げ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
よ
る
検
査
無

料
化
の
取
組
に
対
し
、
支
援
を
行
う
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、千
葉
県
で
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
無
料
検
査
を
開
始
し
、
山
武
市
内

に
お
い
て
は
、
３
店
舗
の
薬
局
で
無
料
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、一
日
の
検
査
数
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
検
査
に
数
日
か
か
る
状
況
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

問

保
健
所
の
体
制
強
化
の
一
環
と
し

て
、
自
治
体
か
ら
自
宅
療
養
者
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
保
健
所
と
情
報
共
有
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
本
市
に
お
い
て

は
、保
健
所
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、県
と

締
結
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

自
宅
療
養
者
等
に
係
る
連
携
事
業
に
関
す
る

覚
書
」に
沿
っ
て
、自
宅
療
養
者
等
へ
の
健
康

観
察
お
よ
び
生
活
支
援
に
つ
い
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

問

感
染
拡
大
に
よ
る
補
償
お
よ
び
生

活
支
援
と
し
て
、
国
は
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
本
市
の
対
象
世
帯
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

保
健
福
祉
部
長　
支
給
対
象
の
う

ち
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
の
件
数
は
、

５
９
１
５
世
帯
で
す︵
２
月
22
日
現
在
︶。そ
の

ほ
か
、令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
者
が

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、転
入
前
市
区
町
村
に

課
税
状
況
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

支
給
要
件
に
合
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

時
点
で
、随
時
、追
加
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
方
式
と
し
て
い
る
家
計
急
変

世
帯︵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯
︶に
つ
い
て
は
、

２
月
22
日
現
在
、
８
世
帯
を
支
給
決
定
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て

問

本
市
の
令
和
４
年
度
予
算
と
令
和

３
年
度
補
正
予
算
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

等
を
加
え
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
住

民
要
求
実
現
の
た
め
の
財
源
は
、
一
定
程
度
、

確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
令
和
４

年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
総
合
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
、医
療・介
護・子
育
て・教
育・

防
災
・
都
市
整
備
な
ど
を
中
心
に
、
事
業
費

の
精
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
事
業
の
着
実
な

推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
①
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、結
婚
、家
族
形
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
高

め
、
結
婚
希
望
の
実
現
に
向
け
た
後
押
し
が

で
き
る
よ
う
、新
た
に
取
り
組
む「
結
婚
応
援

事
業
」、
②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
、地
域
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
可
能
性
な
ど
の
基
礎
調
査
に
着
手
す

る「
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業
」、
③
大
型

事
業
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に

安
全
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、か
つ
集
約
化
・

複
合
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
お
よ
び
環
境
負

荷
に
も
配
慮
す
る「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施

設
整
備
事
業
」な
ど
で
す
。

　

市
民
生
活
の
向
上
や
本
市
の
発
展
に
つ
な

が
る
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
未
来
を
見
据
え
た
社

会
変
革
に
も
的
確
に
対
応
し
、
地
域
経
済
の

回
復
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
の
推
進

に
つ
い
て

問

全
国
的
に
も
各
自
治
体
の
取
組
が

進
み
、
審
議
会
委
員
に
占
め
る
女
性
の
比
率

は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る

審
議
会
へ
の
女
性
委
員
の
登
用
に
つ
い
て
、

ま
た
、
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

男
女
共
同
参
画
は
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

特
に
、
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
に
定
め
ま
し

た「
山
武
市
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
登
用

推
進
指
針
」を
も
と
に
、女
性
の
登
用
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
審
議
会
で
の
公
募
実
施
は
、

ま
だ
少
数
で
す
。

　

多
様
な
視
点
や
新
た
な
発
想
を
施
策
に
取

り
入
れ
て
い
く
う
え
で
は
、
公
募
委
員
の
登

用
は
有
効
な
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
公
募

制
の
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日本共産党 並
なみ

木
き

幹
みき

男
お
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個
人
質
問

水
道
事
業
に
つ
い
て

問

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
に
よ

る
給
水
事
業
開
始
か
ら
40
年
経
過
し
ま
し
た

が
、当
該
団
体
が
所
管
す
る
各
市
町
の
現
在

の
給
水
普
及
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
令
和
３
年
３
月

末
現
在
の
山
武
市
全
体︵
成
東
・
松
尾
・
蓮

沼
地
区
︶の
普
及
率
は
、81
・
８
％
で
す
。

　

そ
の
他
構
成
市
町
に
お
け
る
普
及
率
は
、

東
金
市
が
98
・
５
％
、
大
網
白
里
市
が
99
・

５
％
、九
十
九
里
町
が
92
・
６
％
、横
芝
光
町

が
77
・
１
％
で
す
。

　

山
武
市
と
横
芝
光
町
に
お
い
て
は
、
他
市

町
と
比
べ
、地
下
水
の
飲
用
世
帯
が
多
く
、普

及
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

問

山
武
市
内
の
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

普
及
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
成
東
地
区
の
普

及
率
は
86
・
６
％
、
松
尾
地
区
は
72
・
０
％
、

蓮
沼
地
区
は
79
・
１
％
で
す
。

答

水
道
課
長　
山
武
地
区
の
普
及
率

は
51
・
８
％
で
す
。

問

新
し
く
水
道
に
加
入
す
る
際
に
必

要
と
な
る
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
山
武
郡
市
広
域

水
道
企
業
団
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
新
規
加

入
の
際
に
は
、水
道
引
き
込
み
の
た
め
の「
給

水
申
込
加
入
金
」と「
工
事
検
査
手
数
料
」の

ほ
か
、「
給
水
管
を
引
き
込
む
工
事
」が
必
要

と
な
り
ま
す
。ま
た
、配
水
管
が
前
面
道
路
に

布
設
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、「
配
水
管
布
設

工
事
」が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

問

配
水
管
布
設
工
事
に
は
、
高
額
な

費
用
負
担
が
必
要
で
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　

新
規
加
入
時
、

前
面
道
路
に
配
水
管
が
整
備
さ
れ
て
な
い
場

合
の
配
水
管
布
設
費
用
は
、
す
べ
て
加
入
者

負
担
と
な
っ
て
お
り
、配
水
管
の
延
長
に
よ
っ

て
は
、相
応
の
工
事
費
が
発
生
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
方
が
直
径
50
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
配
水
管
を
布
設
す
る
際
に
は
、
助

成
制
度
が
あ
り
、
配
水
管
の
材
料
費
と
配
水

管
布
設
に
係
る
労
務
費
は
、
山
武
郡
市
広
域

水
道
企
業
団
が
負
担
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問

そ
の
助
成
制
度
が
あ
っ
て
も
、工

事
費
の
負
担
は
高
額
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

水
道
事
業
へ
の
加
入
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ

り
、負
担
の
公
平
と
い
う
立
場
か
ら
、必
要
な

負
担
と
し
て
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、水
道
事
業
は

広
域
事
業
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

自
然
災
害（
大
雨
洪
水
）の
対
策

に
つ
い
て

問

近
年
の
大
雨
に
よ
る
市
内
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

総
務
部
長　
令
和
元
年
10
月
25
日

の
大
雨
で
は
、市
内
の
河
川
が
氾
濫
し
、山
武

や
成
東
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、床
上
浸
水
61

件
、床
下
浸
水
48
件
の
被
害
報
告
が
あ
り
、そ

の
ほ
か
、
松
尾
町
の
豊
岡
地
域
や
市
内
海
岸

線
に
お
い
て
も
、
道
路
冠
水
等
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

問

蓮
沼
の
海
岸
地
先
は
、
海
抜
が
低

く
、
大
雨
の
た
び
に
道
路
の
冠
水
や
排
水
路

の
氾
濫
が
見
ら
れ
る
状
況
で
す
が
、
今
後
の

洪
水
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

建
設
環
境
部
長　
本
市
沿
岸
部
地

域
の
排
水
は
、
排
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
強

制
排
水
が
ほ
と
ん
ど
で
、
特
に
蓮
沼
地
区
に

つ
い
て
は
、
栗
山
川
河
口
部
分
に
あ
る
湛た

ん

水す
い

防
除
施
設
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
道
路
冠
水
箇
所
周
辺
の
水
路
や
側

溝
も
含
め
、
市
の
管
理
す
る
排
水
施
設
が
適

正
に
機
能
し
て
い
る
か
、
再
度
確
認
を
行
っ

た
う
え
で
、
必
要
な
箇
所
の
修
繕
や
機
能
回

復
等
を
考
え
、場
合
に
よ
っ
て
は
、湛た

ん

水す
い

防
除

施
設
へ
の
対
応
を
求
め
る
こ
と
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

海
岸
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ︵
持
続
可
能
な
開
発
目

標
︶や
新
し
い
価
値
観
の
取
組
が
地
域
全
体

で
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、行
政
や
地
域
住
民

に
と
っ
て
も
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

対
話
や
ビ
ジ
ョ
ン
、ア
イ
デ
ア
や
優
し
さ
、﹁
お

も
て
な
し
の
心
﹂な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
と

考
え
ま
す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

市
長　

本
須
賀
海
水
浴
場
が
、
令

和
元
年
に
国
際
環
境
認
証
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
こ
の
認
証
継
続
の

た
め
に
は
、
ビ
ー
チ
に
お
け
る
持
続
可
能
な

発
展
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し

い
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
例
と
し
て
、海
岸
利
用
者
や

地
域
住
民
に
対
す
る
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
市
で
実
施
す
る
海
岸
清
掃
の
ほ
か
、

地
元
の
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
を
中
心
と
し
た

団
体
に
よ
る
月
１
回
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活

動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
組
が
、美
し
い
砂
浜
を

維
持
し
、
自
然
環
境
を
守
る
意
識
が
次
世
代

の
子
ど
も
達
に
継
承
さ
れ
、さ
ら
に
は
、観
光

客
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、こ
の
取

組
こ
そ
が「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」で
あ

り
、「
お
も
て
な
し
の
心
」で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

れいわ 小
お

川
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個
人
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問

経
済
対
策
と
し
て
、
中
長
期
的
ま

た
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
補
助
事

業
な
ど
の
構
想
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

産
業
振
興
部
長　
中
長
期
的
な
経

済
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
に
対
す
る
利
子

補
給
事
業
な
ど
、
既
存
事
業
を
活
用
し
た
継

続
的
な
事
業
者
支
援
を
通
じ
、
市
内
経
済
の

安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
施

策
と
し
て
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
経
済
活
動
の
本
格
的
再
開
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
市
内
事
業
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
商
工
会
に
対
し
、
通
常
の

補
助
と
は
別
枠
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、「
商
店
等

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」の
コ
ロ
ナ
特
別
枠
の

創
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
、
移
動

販
売
設
備
導
入
費
補
助
事
業
な
ど
も
、
継
続

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
の
所
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理
等
に
つ
い
て

問

市
が
所
有
す
る
野
球
場
の
数
お
よ

び
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

教
育
部
長　
市
が
所
有
す
る
野
球

場
は
５
か
所
あ
り
、
詳
細
お
よ
び
各
施
設
に

お
け
る
利
用
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
左
表
の
利
用
率
は
、
本
年
１
月
末

時
点
で
の
開
場
し
て
い
た
日
数︵
２
１
１
日
︶

を
除
し
て
算
出
し
た
結
果
で
す
。

　

ま
た
、
市
が
管
理
す
る
施
設
の
う
ち
、
前

述
の
５
か
所
以
外
に
も
、
さ
ん
ぶ
の
森
多
目

的
広
場
や
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
運
動
広
場

は
、
少
年
野
球
の
練
習
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

問

他
自
治
体
で
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
市
の
保
有
す
る
施
設
や
資
源
な
ど

の
良
好
な
運
営
を
行
う
た
め
、
ま
た
、
安
定

的
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
導
入
す
る
地
域
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
導
入
の
目
的
と
し
て
、
安
定
し
た
財
源
の

確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
の
資
源
や
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

魅
力
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
施
設
の
利
用
が
減
り
、
利

用
料
収
入
も
減
り
、
財
政
が
厳
し
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
新
し
い
取
組
の
一
環
と
し
て
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
取
り
入
れ
、
市

民
の
利
用
料
金
を
下
げ
た
り
、
整
備
に
資
金

を
回
す
な
ど
、
施
設
の
良
好
な
運
営
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
か
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

総
合
政
策
部
長　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
、
県

内
に
も
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
導
入
は
、
財
源
確
保
の
一
つ
の
手

段
と
な
り
ま
す
が
、
名
称
を
変
え
る
、
愛
称

を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
施
設
の
名
称
は
、
地

名
や
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
由
来

と
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
、
施
設
を
建
設
す

る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
、
名
称
を
募
集
し
、
名
づ

け
親
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
、
そ

し
て
、
そ
の
施
設
の
役
割
や
願
い
、
思
い
な

ど
が
込
め
ら
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
は
、
名
称
が

数
年
で
変
わ
る
こ
と
が
、
施
設
を
利
用
す
る

方
々
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
懸
念

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
施
設
で
は
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
料
だ
け
で
施
設
の
維
持
管
理
費
を

賄
う
こ
と
は
難
し
く
、
費
用
対
効
果
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
、
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、

持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
広
報
さ
ん
む
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
、
市
の
所
有
す
る
施
設

等
へ
広
告
を
掲
載
す
る
と
い
う
手
段
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
そ
れ
と
並
行
し

て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
導
入
し
て

い
る
先
進
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

市政会 齋
さい

藤
とう

昌
まさ

秀
ひで

議員

令和３年度利用状況（令和４年１月末時点）
施設名 利用日 利用率

成東総合運動公園野球場 128日 60.7％

さんぶの森野球場 38日 18.0％

日向の森野球場 60日 28.4％

蓮沼野球場 79日 37.4％

松尾運動公園野球場 66日 31.3％
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

審
査
報
告

　
令
和
４
年
度
の
各
会
計
予
算
議
案
７
件
を
審
査
す
る
た
め
、予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
北
田
守
委
員
長
、
深
沢
誠
副
委
員
長
が
選
任
さ
れ
、
３
月
７

日
・
８
日
の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
お
よ
び
関
係
部
長
等
か
ら
説
明
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
７
議
案
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

■ 

審
議
結
果

 　
【
原
案
可
決
】

　
　
議
案
第
43
号

　
　
議
案
第
44
号

　
　
議
案
第
45
号

　
　
議
案
第
46
号

　
　
議
案
第
47
号

　
　
議
案
第
48
号

　
　
議
案
第
49
号

※ 

各
議
案
の
案
件
名
は
、
３
ペ
ー
ジ
掲
載
の

一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

質
疑
要
約

　
●
人
口
減
少
対
策
・
子
育
て
支
援

問
　　
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業
を
前
年

度
よ
り
増
額
計
上
し
た
理
由
は
。

答
　　
こ
の
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
が
親

世
帯
と
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た
め
の
住
宅

取
得
に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
制
度
で
、
移

住
定
住
の
推
進
や
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る

事
業
で
あ
り
、
１
世
帯
あ
た
り
の
補
助
上
限

額
を
75
万
円
と
す
る
補
助
金
15
件
分
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
補
助
実
績
見
込
み
が
約
10
件

と
な
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
比
較
し
て
５

件
分
の
増
額
を
予
定
す
る
も
の
で
す
。

●
産
業
・
観
光
の
振
興

問
　　
美
し
い
海
水
浴
場
次
世
代
継
承
事

業
に
計
上
さ
れ
て
い
る
工
事
請
負
費
の
内
容

は
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
海
水
浴
場
が
開

設
で
き
て
い
な
い
中
で
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ

認
証
取
得
に
つ
い
て
、市
の
見
解
は
。

答
　　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
、
車
椅
子
等
で
も
移
動
し
や
す
い
よ

う
、
本
須
賀
海
水
浴
場
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ド
を

整
備
す
る
た
め
の
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
二
年
間
、
海
水
浴
場
を
開
設
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
環
境
保
全
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
象
徴
と
し

て
、
国
際
環
境
認
証
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
更

新
取
得
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
教
育
の
充
実

問
　　
教
育
情
報
機
器
管
理
事
業
に
計
上

さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
概

要
は
。

答
　　
市
内
小
中
学
校
の
教
員
が
使
用
す

る「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」運
用
の
た
め
の

デ
ー
タ
使
用
料
等
必
要
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
運
用
コ
ス
ト

を
考
え
る
と
、
決
し
て
安
価
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
教
員
の
働
き
方
改
革

等
へ
の
有
効
性
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る

と
考
え
、
予
算
要
求
す
る
も
の
で
す
。

※各会計予算の概要については、広報さんむ５月号（６～７ページ）をご覧ください。

審査報告をする北田委員長

■各会計の予算規模
区　分 令和４年度 令和３年度 対前年度

一般会計 237億円 238億5600万円 －0.7％

特別
会計

国民
健康
保険

事業勘定 64億7126万円 62億5398万円 ＋3.5％
直営診療施設勘定 6300万円 1億1300万円 －44.2％

後期高齢者医療 6億6130万円 6億3980万円 ＋3.4％
介護保険 50億9500万円 50億3800万円 ＋1.1％
地方独立行政法人さんむ
医療センター公債管理 29億3504万円 3億4641万円 ＋747.3％

組合立国保成東病院事業清算事務 0円 6200万円 皆減
農業集落排水事業 2億9540万円 2億8320万円 ＋4.3％

企業
会計 水道事業 5億7461万円 5億8227万円 －1.3％
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文教厚生常任委員会視察
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こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
つ
い
て
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
い

る
山
武
市
と
山
武
市
議
会
は
、
右
記
の
と
お
り
共

同
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
１
階
受
付
に
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
方
々
へ
の
人
道
危
機
対
応
と
救
援
活
動

の
た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

山
武
市
議
会
議
員
一
同
、
一
刻
も
早
く
こ
の
紛

争
が
解
決
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
世
界
に
お
い

て
平
和
が
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

文教厚生常任委員会では、３月８日に、本年２月から
新たに開館した「さんむわくわく館」を視察しました。
この施設は、ＮＰＯ法人教育サポートＧＡＡが主体と
なって運営しており、本年４月から本市教育委員会内に
設置された学校支援センターと連携して、不登校・長期
欠席となっている児童生徒および保護者の支援に取り
組んでいます。
施設のスタッフか

ら、相談・利用者数
や今後の取組内容等
の説明がありました。

I

編
集
後
記

５
／
31
㈫

開
会

　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、説
明
等

６
／
８
㈬　
一
般
質
問

６
／
９
㈭　
一
般
質
問

６
／
10
㈮　
一
般
質
問

　
　
　
　
　
議
案
質
疑

　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
等

６
／
13
㈪　
総
務
常
任
委
員
会

６
／
14
㈫　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
／
15
㈬　
経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
／
21
㈫　
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
質
疑
、討
論
、採
決

　
　
　
　
　
閉
会

※
こ
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
今
後
変
更
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年

第
２
回
定
例
会

若
葉
萌
え
い
ず
る
中
、「
節
句
」の

季
節
と
な
り
ま
す
。

こ
の
度
、
ひ
さ
び
さ
に
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
に
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
︙
皆
さ
ん
、
気
が
つ
き
ま
し
た

か
？編

集
後
記
に
は
、
毎
回
、
記
事
と

併
せ
て
、
担
当
し
た
委
員
の
似
顔
絵

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
写
真
を
、

認
証
ア
プ
リ
に
読
み
込
む
だ
け
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
出
来
上
が
っ
た
イ

ラ
ス
ト
な
の
で
す
。
し
っ
か
り
特
徴

も
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

ひ
と
昔
前
に
は
手
間
が
か
か
っ
て

出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
、
技
術
の
進

歩
と
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持

ち
で
、
実
現
で
き
る
こ
と
っ
て
あ
る

ん
で
す
ね
。

次
回
の
議
会
だ
よ
り
も
お
楽
し
み

に
‼

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
櫻
田　
基
介

副
委
員
長　
玉
置
美
津
恵

委　
　
員　
市
川　
陽
子

小
川　
一
馬

戸
村　
勝
敏

齋
藤　
昌
秀

視察の様子

市役所設置の募金箱

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する
共同声明

令和 4 年2月24日、ロシアはウクライナへの軍

事侵攻を行った。

この軍事侵攻は、国際社会ひいては我が国の平和

と秩序、安全を脅かす行動であり、国連憲章に違反

する行為として、断じて容認できない。

平成19 年に『非核平和都市宣言』を行い、平成

21年に『平和市長会議（現在の「平和首長会議」）』

に加盟している山武市と山武市議会として、強く非

難する。

また、政府においては、邦人の安全確保に努める

とともに、国際社会と連携しつつ、ロシア軍の即時撤

収、ウクライナに対する人道的支援と速やかな平和

の実現に向け、全力を挙げていただきたい。

令和 4年3月8日

　　　　　　　　　　　　山 　 武 　 市

　　　　　　　　　　　　山 武 市 議 会
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